
令和６年度 第３回北海道 Society5.0 推進会議 

「データ利活用ワーキンググループ」開催概要 

 

１ 日  時 

  令和７年１月 28 日（火）15:00～17:00 

２ 実施場所 

  HOTnet 共創空間 Akallabo 

３ 出 席 者 

  別添「出席者名簿」のとおり 

４ 議  題 

  別添「次第」のとおり 

５ 議  事 

 (1) 議事１ 本日の会議について 

・事務局（北海道）から説明（資料１） 

 (2) 議事２ 令和６年度第２回ＷＧのまとめとその後の動き 

・事務局（北海道）から説明（資料２） 

(3) 議事３ 北海道データ連携基盤共同利用ビジョン（案） 

・事務局（北海道）から説明（資料３） 

○データ連携基盤の整備状況やデータ連携の運用の進捗状況から、進んでいる自治体の取組みが

見えていても、多くの市町村が未整備状況ということが浮き彫りになっている。 

○自治体の業務においては、バッチでデータの連携をしているが、実際に連携をしているのは住

基情報と福祉情報の連携ぐらいで、それ以外に需要があるかは懐疑的。データ連携基盤によら

ずともやり方はいろいろあり、バッチ処理でも十分に対応できている。現在、国からシステム

標準化が求められており、自治体のデータ連携については、パーソナルデータから手をつける

べきじゃないかと思う。 

○北海道は広いので、エリアごとの広域圏みたいな考え方をビジョンに盛り込む必要があると思

った。これから市町村の人口が減っていくことも見据えて、それぞれの市町村単位の力が弱く

なっていくとすれば、横連携が重要というのは誰もがわかっていること。十勝単位とかオホー

ツク単位とか広域圏で考えるというのが、ビジョンの中にあると足並みという部分で揃えやす

いと思う。 

○データ連携基盤については、クラウドファーストの考え方も、もちろん理解している上での話

だが、わざわざデータを外に出す必要性がないと思う。北海道であれば２つの振興局を足した

ぐらいの単位でデータ連携基盤を持って、相互で振興局単位のものが連携し合うというのでも

良いと思っており、このビジョンの中に最終的な広域化という考えは入れた方が良いと思っ

た。 

 

※事務局からデータの利活用について振興局単位など市町村をまたぐ広域化の考え方について 

は、今後のデータ連携基盤に関する国の動向などを踏まえて引き続き検討することを説明し 

て、事務局が示した北海道データ連携基盤共同利用ビジョン（案）については修正すること 

なく、データ利活用ワーキンググループにおいて決定した。 



(4) 議事４ データ利活用ワーキンググループ取りまとめ 

・事務局（北海道）から説明（資料４） 

(5) 議事５ 意見交換 

○(人材育成に関しては)経産省の取組に北海道 IT推進協会として、協力させていただいている。

(札幌市が実施している)Ai 道場もあるが、北海道大学ではリスキリングプログラムを無料で

提供し、産業界の方々に相当なプッシュで受講しましょうということを働きかけており、規模

の大きな会社だと全社員受けるような動きにもなっている。 

○データの可視化は、データを扱う上で基本的な部分が自然と網羅されていく良い取組だと思う

ので、人材育成の観点からも面白いと思う。 

○個別最適から全体最適に思考を置き換えるというのは、すごくいいと思う。個別最適でやって

こざるを得なかった原因をきちんと特定して、考えることが重要。 

○AI の活用事例を作ってやってみようという機運を作っていくのは絶対必要だと思う。AI を活

用して何を解決したいのか、それを解決すればどのようないいことがあるのか、解決しないと

こういう悪いことがあるなど、他の問題に比べてこの問題というのは、きちんと確認しないと

社会的に非常に不利益ということを説明できないと、日本では予算を確保していくことが難し

くなっていくので、何を解決して社会をどう良くしていくのかというところをしっかり説明で

きる人材も必要である。なぜそのシステムを作るのか、システムを使って何を解決したいのか

といったところの議論ができる人を確保すること、育てることを手段の一つに置いていただき

たい。 

○オープンデータの推進が肝になってくると思っている。準ベースレジストリとしての扱い方だ

とかは、重要なポイントの一つでもあると考えているので、北海道の中でも、もう一歩アクセ

ル踏む時期になっている気がするので、ぜひご検討いただければと思う。 

○今後、Society5.0 推進計画を改定した後にどう見守っていけばいいか、活動が見える場所と

か、こうなりましたとか教えていただければ、私たちが話し合ったことが反映されて、次の計

画に盛り込まれたというのが見えるよう共有して欲しい。 

 

(6) 議事６ 今後の進め方 

・事務局（北海道）から説明（資料６） 

 


